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はしがき

　国史跡河内寺廃寺跡は、飛鳥時代後期に創建された古代寺院
跡です。その存在は、かねてより地元の方々に知られていまし
たが、昭和 42 年に初めて発掘調査が実施されたことによって、
その存在がさらに広く知られるようになりました。まさにその
昭和 42 年は東大阪市が誕生した年でもあります。その後も断続
的に発掘調査が実施されてきたことで、寺院伽藍の実態が徐々
に明らかになってきました。平成16年に行われた発掘調査では、
建物基壇と礎石が良好に保存されていることがわかり、平成 20
年 3 月 28 日に国の史跡に指定され、その後も史跡地の追加が
行われました。
　この河内寺廃寺跡を長く保存し、広く活用、後世に継承して
いくため、平成 20 年度から史跡の公有地化を進めてまいりま
した。また、平成 26・27 年度にかけて継続的に史跡の内容確
認の調査を行い、史跡公園としての整備事業に着手したところ
です。この間、文化庁、大阪府教育委員会、河内寺廃寺跡整
備委員会のご指導のもと、保存整備の基本計画を策定し、平成
26 年度には史跡公園の実施設計を作成しました。現在の史跡
指定範囲 3535.81 ㎡のうち、平成 20 年度に史跡指定を受けた
2092.82 ㎡を対象とした整備事業を第１期整備として位置づけ、
平成 27 年より工事に着手し、平成 29 年７月に史跡公園として
オープンしました。
　本書は整備事業の計画、事業の工事図面等を掲載し、史跡公
園整備事業の経過をとりまとめたものです。今後、平成 28 年
度及び平成 30 年度史跡追加指定地の整備を進め、より多くの
皆様に愛され、活用される史跡を目指してまいります。
　最後になりましたが本事業の実施にあたり、地元の皆様方、
関係機関の方々から多大なるご指導・ご協力を賜りました。こ
こに厚くお礼申し上げます。

　令和 3年 3月

東大阪市　
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本報告書は、平成 26 年度から平成 29 年度にかけて実施した「国史跡河内寺廃寺跡保存整

備事業」の概要をまとめたものである。事業は文化庁国庫補助事業「歴史活き活き！史跡

等総合活用整備事業」の採択を受けて実施した。

事業は、東大阪市人権文化部文化室文化財課 (令和２年３月まで東大阪市教育委員会社会

教育部文化財課 )が実施した。整備事業及び発掘調査によって作成された記録等は、文化

財課で保管している。

事業に伴う発掘調査は仲林篤史が、本書の作成、編集は今井真由美が担当した。

平成 20 年度史跡指定地を対象とした整備事業を第１期整備事業（本事業に伴って実施し

た発掘調査は第 22 次、24 次、25 次、26 次、28 次調査）、平成 28 年及び平成 30 年史跡追

加指定地を対象とした整備事業を第２期整備事業 (仮称 )と呼称する。

本文の記述にあたり、史跡の名称として史跡指定範囲を「河内寺廃寺跡」、史跡指定範囲

外の周知の埋蔵文化財包蔵地については「河内寺跡」を使用する。また、存続時期の寺院

を表現する名辞として、暫定的に「河内寺廃寺」を使用した。これは厳密には存続時期の

寺院呼称が不明であることに拠る。

伽藍内建物や瓦などは所属時期の説明のため、時代区分の用語として暫定的に「飛鳥時代」

「白鳳時代」を使用する。年代は前者が６世紀末～７世紀中頃まで、後者が７世紀中頃～

８世紀初頭を目安とする。

第１期整備事業に伴って実施した発掘調査の成果は、近刊を予定している発掘調査報告書

に掲載するため、遺構及び遺物の所見については、本報告書では割愛する。

現地調査の実施及び本書作成にあたり、河内寺廃寺跡整備委員会 ( 委員長　大脇　潔、　

委員　菱田　哲郎、委員　増渕　徹、委員　箱崎　和久 )の指導を仰いだ。(敬称略 )

ご協力いただいた地元の方々や関係諸機関に対し厚くお礼申し上げます。

例　言
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第１章　河内寺廃寺跡の概要

（１）史跡の概要

　生駒山西麓の扇状地上にある東大阪市河内町は、近鉄奈良線瓢箪山駅と枚岡駅の間で線路が大きく

カーブする一帯の西側にある。この河内町には、かつて「河内寺」と書いて「こんで（て）ら」と読

む小字があった。地元では、この字河内寺にはかつて古代寺院が存在したという伝承が、耕作により

出土した古瓦などから言い伝えられてきた。

　現在その字名の一部は、飛鳥時代後期から鎌倉時代にかけて存続した古代寺院の遺構が残る「河内

寺廃寺跡」として国の史跡に指定され、伽藍内外の約 3,150 ㎡は東大阪市の公有地となっている。

　史跡指定地内には、金堂・講堂・東西回廊の遺構が残り、史跡地外で検出された南回廊の礎石位置

等から、伽藍全体の推定規模は、東西回廊間で約 47 ｍ、南北回廊間で約 66 ｍとなる。

　河内寺は河内国河内郡の郡衙推定地である「皿池遺跡」に隣接することから、その創建氏族を河内

郡の大領を歴任した、百済出身の渡来系氏族である河内直（のちに連に改姓）に求める説が最も有力

であるが、近年では出土する瓦の関係から中臣氏が関わっていたとする説もある。

（２）遺構の概要

①金堂

　東西 13.9 ｍ（46.5 尺）、南北 12.3 ｍ（41 尺）、高さ約 1.5 ｍ（5 尺）の乱石積基壇をもち、基壇

南側に柱間１間分の幅をもつ階段が取付く。基壇は平安時代中期、室町時代前期、そして江戸時代

にそれぞれ改変を受けている。創建時建物は、柱間が 1.95 ｍ（6.5 尺）の等間で、桁行 5 間、梁間

4 間の四面庇建物（三間四面）である。また、北と南の側柱列の礎石は、江戸時代の基壇改変時に約

60cm 動かされていた。

②講堂

　東西 22.8 ｍ（76 尺）、南北 13.8 ｍ（46 尺）の乱石積基壇をもつ。基壇南面には幅 11.4 ｍ（38 尺）

の階段の痕跡が残る。後世の削平により、基壇は一段目の石列を残すのみで、礎石は残されていない。

③回廊

　東回廊で 19 石、南回廊で 3 石の礎石を検出している。東回廊の柱間寸法は、確認された北端の礎

石から第 15 石までが 3ｍ（10 尺）、第 15 石から第 19 石までが 2.7 ｍ（9尺）である。東回廊・南回

廊とも梁間は全て 3ｍ（10 尺）である。

④その他の建物

　塔跡・中門跡は未検出である。史跡地南側の住宅地に遺構が残る可能性がある。

（３）出土遺物

　河内寺廃寺跡やその周辺からは、創建瓦である飛鳥時代後期に属する素弁八葉蓮華文軒丸瓦 (KWM

１) と三重弧文軒平瓦 (KWH １)、白鳳期の単弁十三葉蓮華文軒丸瓦 (KWM ２) と変形重弧文軒平瓦

(KWH ２)又は偏行唐草文軒平瓦 (KWH ３)、平安時代中期に属する単弁十二葉蓮華文軒丸瓦 (KWM
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３) と山形文軒平瓦 (KWH ４)、室町時代前期に属する巴紋軒丸瓦 (KWM ６・７) と均整唐草文軒平

瓦 (KWH12・13) などが出土する。出土点数では、白鳳期の軒瓦の組み合わせが最も多い。河内寺

廃絶後の室町時代に金堂基壇と礎石を再利用した建物が建てられたが、この建物に使用された軒瓦が

室町時代前期のものである。（KWM １他の型式名は、東大阪市教育委員会『河内寺廃寺跡発掘調査報告書』参照

のこと。）

（４）河内寺廃寺跡の調査研究

①発掘調査実施以前の調査研究

　大正 13 年（1924）片岡英宗氏は旧中河内郡（現在の東大阪市、八尾市、柏原市及び松原市）の廃寺に

ついてまとめた『中河内郡廃寺』を刊行した。

　その中で、以下のように河内寺廃寺跡を紹介している。

　　村の西北に字河内寺あり。その地一畝余にして土地自ら高く、伝えて伽藍の址と云ふ。その附近

　　の田圃より多く古瓦発掘せらる。当寺は行基の開基にて巨刹なりしが、南北朝以降屡兵火に災せ

　　られ、遂に天正の頃ほひ廃滅せしなりと云ふ

　「行基の開基」や「天正の廃滅」に関する史料は確認できないが、「その地一畝余にして土地自ら高

く」とある宅地は、金堂跡を指しており、周辺より一段高い土地が、伽藍堂塔の中心にあたることが

長く認識されてきたことがわかる。

　旧枚岡市教育委員会の刊行した『枚岡市史』には、以下が記されている。

　　枚岡市河内町、瓢簞山駅を出た近鉄奈良線が大きくカーブをえがいて北に向かう線路の西方一帯

　　に「河内寺」と書いて「こんでら」とよむ字名がのこっている。現在のところ遺構は検出してい

　　ないが、（中略）宅地は、まわりよりも一段高く、もと土壇状を呈していたといい、付近の水田

　　の石段には礎石と思われる石が使用され、屋瓦片が散布している。最近宅地造成が進み、（中略）

　　多数の端丸瓦・端平瓦が出土した

　昭和 30 年代まで史跡地周辺は東から西へ傾斜する棚田が広がっていたが、当時の地図からは、水

田地帯の中央に、土壇に乗った宅地が一軒のみ、島状に孤立している状況が窺われる。因みに、その

土壇に乗った宅地は第 11 次調査地にあたる。

②第１期整備事業実施以前の調査研究

　昭和 42 年に、大阪府教育委員会による第１次調査が実施され、その後、東大阪市教育委員会によ

る第 3次までの発掘調査が行われた。

　第１次調査では、それまで全く不明であった河内寺廃寺跡の寺域及び伽藍配置を把握するためのト

レンチを設けた。第２次調査では、東回廊礎石列を検出し、第３次調査では、講堂基壇北辺を検出した。

　第１次調査から第３次調査までの成果として、河内寺廃寺跡は、基壇建物が南北に並ぶ四天王寺式

伽藍配置をもつことが判明し、創建にかかる氏族の推定や出土瓦による創建時期の考察が行われた。

　河内寺廃寺跡が国史跡の指定を受け、現状保存のための国有化が進められた契機となった調査が、

平成 16（2004）年に実施された第 11 次調査である。個人住宅建設に伴って実施されたこの調査で、

建物基壇及び礎石が発見された。これに伴い、公有地化及び史跡指定が行われた。

　史跡指定に先立つ保存目的の発掘調査（第 14 次及び第 15 次調査）や史跡整備のための第 19 ～ 21

次調査では、塔（現在の金堂跡）か金堂（現在の講堂跡）に関する検討が行われた。

　この後、史跡整備事業に伴う発掘調査を行い、史跡公園として整備が行われた。
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第２図　史跡指定地と伽藍配置推定
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第１表　調査一覧表

次数 調査主体 調査原因 実施期間 調査成果 備　　考

昭和42年11月20日 ・金堂（現講堂）基壇南辺を検出

～12月26日 ・伽藍外の遺構の有無を調査

2 東大阪市 昭和48年1月～3月 ・東面回廊を検出 金堂を講堂に改める。

昭和49年1月7日 ・講堂基壇北辺を検出

～2月28日 ・講堂基壇南辺を再確認

4 東大阪市 個人住宅建設 昭和60年11月1日 ・講堂基壇の東側を調査

昭和62年7月14日 ・寺域の南東を調査

～8月20日 ・中世の土石流状の堆積層を確認

6 平成8年8月5日～ ・古墳時代の遺物包含層を検出 ・現在は皿池遺跡の範囲内

平成8年9月26日 ・現在は皿池遺跡の範囲内

～9月27日 ・皿池古墳検出

8 平成9年6月2日～ ・古墳時代後期の遺物包含層を検出

平成13年5月11日

～6月26日

平成13年10月30日

～11月26日

平成16年3月4日

～5月21日

平成17年2月15日

～3月2日

平成17年6月9日・

6月21日

個人排水管 平成17年8月31日

埋設工事 ～10月20日

平成18年1月30日

～3月30日

平成19年3月1日

～3月28日

個人排水管 平成19年3月2日・

埋設工事 3月14日

公共下水道 平成19年9月6日

管渠築造 ～10月7日

平成21年1月22日

～1月25日

平成22年3月11日

～3月23日

平成22年5月10日

～6月18日

平成24年3月12日

～3月31日

平成26年7月10日

～8月31日

平成27年1月7日

～1月9日

平成27年5月25日

～6月12日

平成27年11月18日

～11月21日

平成28年11月29日

～12月5日

平成29年12月15日

～平成30年3月31日

平成30年10月22日

～平成31年3月31日

令和元年6月24日

～6月27日

令和2年3月17日

～3月31日

21
史跡整備のため
の史跡内容確認

・塔（現金堂）基壇の南東角を確認
・金堂（現講堂）基壇の裾部を確認

・調査時は塔と推定

27 個人住宅建設 ・古墳時代後期から古代の遺物包含層を検出 ・史跡地外

23 分譲住宅建設 ・中近世の遺構を検出 ・史跡地外

22
史跡整備のため
の史跡内容確認

・金堂基壇の東辺及び基壇上面を調査。この調査で
これまで塔と考えられてきた建物基壇が金堂である
ことが確定

・寺域北側の伽藍配置が確
定

東大阪市

25
史跡整備のため
の史跡内容確認

・基壇建物の基底部を確認
・史跡地へと追加指定され
る

24
史跡整備のため
の史跡内容確認

・金堂及び講堂基壇の北辺を調査
・東面回廊の調査

東大阪市

東大阪市

28
史跡整備のため
の史跡内容確認

・史跡追加指定地を調査

26
史跡整備のため
の史跡内容確認

・埋蔵文化財は未検出 ・立会調査東大阪市 平成27年11月19日

30 個人住宅建設 ・史跡地外

29
史跡整備のため
の史跡内容確認

・史跡追加指定地を調査

東大阪市

国庫補助事業
（範囲確認）

10
・推定南大門付近を調査
・中世の整地層を検出

1
報告書では金堂として報
告。

3

5 共同住宅建設

個人住宅建設及
び保存目的

個人住宅建設7 ・舟形埴輪を伴う古墳周溝を確認

9
公共下水道管渠
築造

11

12 個人住宅建設 ・古墳時代中期の溝を検出

13 ・南面回廊の礎石を検出

東大阪市

東大阪市

14 ・金堂（現講堂）基壇の東側を調査

15 ・金堂（現講堂）および東面回廊の基壇を確認

史跡指定に向け
た内容確認

東大阪市

・南面回廊の礎石を検出

17 ・史跡地外

史跡整備のため
の史跡内容確認

16 東大阪市

東大阪市

31 ・西面回廊の礎石を確認

史跡整備のため
の史跡内容確認

史跡整備のため
の史跡内容確認

18 個人住宅建設 ・遺物包含層を検出 ・史跡地外

19

※史跡指定のための内容確認調査及び史跡整備に伴う内容確認調査は、調査原因欄に種別ごとに色分けにより示した。

報告書では金堂を再び塔と
して報告。第22次調査の結
果、金堂と判明。以下同じ。
・塔（現金堂）跡および周
辺地を公有化
・伽藍の主要部の現状保存
が図られる。

・金堂基壇の南側で金堂所用の軒丸瓦を含む中世の
整地層を検出
・遺物多数出土

・塔（現金堂）の基壇と礎石を確認
・塔（現金堂）基壇南方で中世仏堂基壇を検出

20 ・仏堂（現金堂）に伴う礎石を検出
・塔（現金堂）が中世に改
変を受け仏堂となる

・回廊と金堂（現講堂）の取付きを調査

東大阪市

東大阪市

大阪府

東大阪市

東大阪市

東大阪市

東大阪市

東大阪市

東大阪市

東大阪市

東大阪市

東大阪市

東大阪市

東大阪市

東大阪市
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第２章　河内寺廃寺跡を取り巻く環境

（１）東大阪市の歴史的環境

①旧石器時代・縄文時代　

　東大阪市域における人間の活動の痕跡は今から一万数千年前に遡る。生駒山麓に露頭がみとめら

れる大阪層群の第三紀鮮新世から第四紀更新世の地層からは、旧石器時代後期のサヌカイト製のナ

イフ形石器や有舌尖頭器などが採集されている。

　縄文時代には、いわゆる縄文海進により上町台地と生駒山地とに挟まれた市域の大半に海水が浸

入し、河内湾と呼称される浅い内湾が形成された。西石切町に所在する鬼虎川遺跡では発掘調査に

より海蝕崖の地層が発見され、河内湾東岸の正確な位置が判明している。

　縄文時代を通じて河内湾東岸の生駒山麓一帯には数多くの集落跡が出現した。中でも、縄文晩期

の屈葬人骨が多数検出された国史跡の日下貝塚の所在する日下遺跡、土偶・動物偶など土製品が多

数出土した馬場川遺跡などは、近畿地方有数の縄文時代の遺跡である。

　河内湾は、その後の海面低下と湾口への淀川の土砂堆積そして南からの大和川の流れ込みによっ

て、約 3000 年前～ 1800 年前頃に淡水の河内湖へと変化していった。

②弥生時代

　河内湖が誕生した結果、湖岸の平野部では近畿地方で最も早く水田稲作が広がり、河内湖の東に

鬼虎川遺跡、西ノ辻遺跡、鬼塚遺跡、南に瓜生堂遺跡などの集落が出現した。河内湖の周辺に点在

する市域の集落は、近畿地方弥生文化の中心地の一つであるとともに、大陸文化をいち早く受容す

る拠点的な集落である。鬼虎川遺跡出土の鋳鉄脱炭鋼製舶載鉄器を転用した鉄鏃・鉄鑿や銅鐸・銅

剣等の青銅器鋳型、巨摩廃寺遺跡出土の貨泉などは市域の弥生文化の浸透や展開を示す好資料であ

る。

③古墳時代

　弥生時代の遺跡が質・量ともに豊富であるのに対して、古墳時代前～中期の古墳は少なく、様相

は不明である。古墳時代後期になると、小型の円墳や方墳などが数基から数十基群集する古墳群が

生駒山麓を中心に造られた。古墳を造営した被葬者については、市域で最も規模が大きい山畑古墳

群の横穴式石室内に馬具を副葬する古墳が多く、古墳時代の生駒山麓が馬の放牧地であったことか

ら、馬飼いにかかわる集団や豪族であったと考えられている。

④奈良・平安時代

　有力氏族は寺院の造営に力を注ぐようになった。河内寺廃寺跡をはじめ若江遺跡にあったとされ

る若江寺や、石切周辺の法通寺跡、石凝寺などの古代寺院が造営されたが、その多くは平安時代に

は経済的に伽藍の維持が難しくなり、衰退したとみられる。

　ただし、生駒山地の山頂部に近い標高 400m を超える山腹一帯には「神感寺大門瓦」と寺名を刻

んだ瓦が出土した山岳寺院の神感寺跡が鎌倉から室町時代に存在したことが知られ、金堂や多宝塔

などの堂塔がほぼ完全な形で保存されている。
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⑤中世　

　南北朝時代末期に河内守護畠山氏によって河内平野の中央部に築かれた若江城（若江遺跡）は、

応仁文明の乱の際に畠山義就と政長の家督争いの舞台となり、その後三好義継の居城となった。義

継は織田信長に攻められ若江城で自害するが、若江城はそのまま残り信長による石山本願寺攻めの

拠点となった。発掘調査により濠の内部の逆茂木や、その中に崩落した壁下地、多量の瓦が見つかっ

ている。本願寺攻めが終息すると城は破却されたため現地にはその痕跡は見られない。

⑥近世

　江戸時代の初め、市域北部にはかつての河内湖の名残である深野池、新開池がひろがり、土砂の

堆積により天井川となった大和川が現在の柏原市付近から数本の複雑な流れとなって北流し、大阪

市中で淀川に合流していた。このため大和川流域一帯では、大雨の際に溢水や堤防の決壊により水

害が頻発し農業生産も滞る状況となっていた。

　宝永元年（1704）に、今米村庄屋の中甚兵衛が 50 年近く続けた請願によって大和川の川違えが

断行された。この大和川付替え工事により、河内平野の多くの地域では水害の危険が少なくなると

ともに、深野池、新開池や旧大和川床などを埋め立てて開発した新田により、農地は大きく拡大し

た。市内には新田経営の要として築かれた鴻池新田会所［国重文・史跡］が現存している。市域の

地理的環境は大和川付替後にようやく現在に近い姿となり、新田で栽培された木綿は地域特産の河

内木綿としてその経済の発展に貢献した。

⑦近現代　

　明治時代になると安価な外国産の綿の輸入が活発となり、河内木綿の商品作物としての地位は失

われたが、木綿織物工業を発端とする平野部の産業はその後の「ものづくりのまち」の基礎となっ

た。また、生駒山麓でも江戸時代末から明治期に水車を動力とする薬種粉末や胡粉製造、綿実油絞

り、伸線工業などが興された。これらの産業は、大軌電車（現在の近鉄奈良線の前身）の開通によ

る工業用電力の整備後も続き、現在に至っている。

（２）河内直 ( 連 ) と河内国河内郡

①河内直（連）について

　河内寺の建立氏族は、河内郡郡領を歴任した在地豪族である。『日本三代実録』に「河内国河内

郡大領正六位上河内連田村麻呂（中略）授借外従五位下」と河内直氏の後身である河内連が見える。

河内連氏は、『新選姓氏録』河内国諸蕃の部に「河内連　出自百済国都慕王男陰太貴首王也」と記

され、百済系の渡来系氏族であった。また、河内連はもと直姓であったが、『日本書紀』によると、

天武 10 年（682）4 月、河内直の一族は大半が連姓に変わった。

　河内直に関する史料について見ていくと、癸未年の年紀をもつ隅田八幡宮人物画像鏡に「開中費

直」とあり、これが河内直の初見と考えられる。癸未年については、443 年説と 503 年説があり決

着を見ていないが、いずれにせよ古墳時代の後期ごろに河内直（連）氏が存在したことが知られる。

　欽明 2 年（541）～欽明 5 年 (544) には、安羅日本府の上級官人として河内直が『日本書紀』に

頻出する。河内直は新羅と計略を通じ、反百済的な外交施策を行なったとして、たびたび百済の聖

明王から叱責を受けている。百済王が無視できない権力をもった外交官僚として河内直が描かれて

おり、軍事・外交に秀でた氏族と考えられる。天智天皇８年（669）には、その手腕を買われ、第
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瓢簞山古墳の北約 50 ｍの地点で行われた調査では、古墳時代後期前半の竪穴建物・掘立柱建物・

環状溝が検出されている。

（３）周辺の遺跡（▲※は「河内寺廃寺跡周辺の遺跡分布図」に対応）

六次遣唐使として小錦中の河内直鯨が派遣されている。

　神護景雲３年（769）から延暦元年（782）まで、河内連三立麻呂が『続日本紀』に現れる。河内

連三立麻呂は法王宮大進から和泉守と昇進し、律令国家の中級官人として活躍した。『平安遺文』

所収の 899 年（昌泰 2）「河内国河内郡土地売券」にも河内連の名が見える。９世紀末の段階でも、

河内連氏が河内郡の郡領として大きな勢力を保持していたことが分かる。

②河内国河内郡

　河内郡衙のあった場所は、現在の河内寺廃寺跡付近である。『和名類聚抄』に河内郡の郷名は、英多、

新居、桜井、大宅、豊浦、額田、大戸の７郷が記載されているが、大戸郷の北側に日下郷も存在し

たと考えられている。英多及び新居郷を除き、現在残されている地名の推定から、河内寺廃寺の位

置する河内町は、かつての大宅郷に比定できる。後述するが既往の発掘調査により、河内寺廃寺跡

北方に位置する皿池遺跡が郡衙跡である可能性が指摘されている。河内寺廃寺跡はこの郡衙に隣接

する寺院として、伽藍の維持が行われた。

①河内寺廃寺跡周辺の集落遺跡

　河内寺廃寺跡周辺で、明確な遺構を伴う奈良～平安時代の集落跡を示す。

　▲１の神並遺跡では、掘立柱建物、溝、柵列などが検出され、「池」「長福」と書かれた墨書土器

が伴出している。▲２の鬼塚遺跡では、掘立柱建物、溝、土杭、井戸が発見され、「氏」と書かれ

た墨書土器が 30 点以上出土した。▲６の船山遺跡では、木組みの井戸から墨書土器や土師器杯・

須恵器大甕などが出土した。

　これらの集落が示す様相から、神並遺跡を律令制下の大戸郷、鬼塚遺跡を額田郷、船山遺跡を桜

井郷にそれぞれ比定している。

②皿池遺跡

　皿池遺跡は、河内郡衙跡の有力な推定地である。▲３では、飛鳥から　平安時代にかけての遺物

や小規模な掘立柱建物などが、▲４では、古墳時代中期末の総柱建物が 1棟検出されている。総柱

建物は河内寺廃寺跡に近接することから、寺院が創建される以前の在地豪族の居宅である。▲５で

は、皿池古墳が発見され、周溝から舟形埴輪が出土した。被葬者は外洋の水運や軍事・外交に係わ

る豪族が推定され、河内直（連）との結びつきを強く示唆する。▲５に面する道路下では、下水道

工事に伴う調査で、渤海三彩片が出土した。三彩陶は寺院・官衙・古墓からの出土例にほぼ限定さ

れることから、河内寺廃寺あるいは河内郡衙との関連を大きく示唆する資料である。

③山畑古墳群

　河内寺廃寺跡の南方に広がる、100 基以上を数える市域最大の古墳群である。６世紀後半～７世

紀初頭にかけて築造され、主に山麓の尾根上に立地するが、下った扇状地上にも分布している。扇

状地の最西端には、瓢簞山古墳（山畑 52 号墳）があり、南北約 50 ｍの双円墳と考えられている。
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 法通寺跡 
 植附遺跡 

 鬼虎川遺跡 

 鬼塚遺跡 

 出雲井遺跡群 

 花草山古墳群 

 辻子谷古墳群 

 西ノ辻遺跡 

遺跡 

 芝ヶ丘遺跡 

 神並古墳群 

 
 ▲1 

 神並遺跡 

 辻子谷遺跡 

山路を登りながら

 神津嶽祭祀遺跡 

 船山遺跡 
 ▲6 

 ③山畑古墳群 

 ②皿池遺跡 
 4▲ 

 5▲ 

 3▲ 

 ▲2 

 ● 

 ④客坊山遺跡群 

 

石凝寺跡

大戸郷

日下郷

額田郷

豊浦郷

大宅郷

桜井郷

河内寺廃寺跡

第３図　河内寺廃寺跡周辺の遺跡分布図

④客坊山遺跡群

　河内寺廃寺跡の東方、山畑古墳群の北方には客坊山遺跡群が広がる。ここに、平安時代から室町

時代まで存続した客坊廃寺が所在する。標高 75 ｍから 100 ｍに位置する天台系の寺院とされ、付

近を描いた山絵図には「法性寺」という寺号で記されている。河内寺廃寺跡の軒丸瓦が客坊廃寺か

ら出土し、また客坊廃寺の軒平瓦が河内寺廃寺跡から出土するなど、両寺間の緊密なネットワーク

をうかがうことができる。

（日下郷は『和名類聚抄』には未掲載）
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第３章　保存整備事業に至る経緯と経過

（１）保存整備事業に至る経緯

　平成 16 年に、現在の金堂跡の敷地において建築工事に伴う埋蔵文化財発掘の届出が提出された。

当該地はこれまで住宅が昭和 30 年代から建っており、発掘調査が行われたことはなかったため、遺

構の存在が想定できたことから、届出者に対して確認調査の実施を指示し平成 16 年３月に調査を実

施した。調査の結果、保存状態の良好な基壇及び礎石を検出したことから、大阪府及び文化庁に現地

視察を依頼し、現状保存の必要性を検討した。結果、創建時の状態を良好に残した遺構であると考え

られることから、史跡指定を目指して、当該地及び他の伽藍推定地の土地を取得し、史跡指定後、史

跡公園として整備していく方向性を確認した。

　こうした経緯を踏まえ、「史跡河内寺廃寺跡」の適切な保存と市民への公開と活用を実現するため、

平成 17 年 11 月に「国史跡河内寺廃寺跡調査指導委員会」を設置し、『国史跡河内寺廃寺跡史跡公園

整備基本計画書』を平成 24 年度に策定した。その後、基本構想に沿って事業を実施する過程で計画

の変更が生じた内容を『国史跡河内寺廃寺跡史跡公園整備基本計画書　改訂版』として基本計画の改

定を実施した。

　基本計画において、整備の範囲、ゾーニング、基本方針、構造形式などを決定した。また、工事実

施に係る諸条件について整理し、平成 26 年度作成の実施設計につなげた。

　実施設計においては、全体の概算事業費や年度計画を策定し、工種ごとに具体的な手法、使用材料

等を設定し、完成予想図、全体計画平面図、標準構造図などの作成、整理を行った。

　平成 26 年度より文化庁の「国宝重要文化財等保存整備費補助金」として「歴史活き活き！史跡等

総合活用整備事業」( 平成 27 年度 )( 平成 28 年度 )( 平成 29 年度 ) を活用して平成 26 年度に実施設

計を行い、平成 27 年度から平成 29 年度の 3年間で保存整備工事を実施した。

第４図　整備前状況　金堂跡及び講堂跡周辺（南東より）
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白鳳期

0

講堂

東
回
廊

0

 史跡地

 河内寺廃寺伽藍

金堂

塔推定地

中門推定地

発掘調査トレンチ

追加指定地

追加指定地

22次・24次

24次

28次

平成28年度

平成30年度

第５図　調査トレンチ配置図
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①発掘調査成果

　河内寺廃寺跡史跡公園整備事業に伴い、事前に史跡地内の発掘調査を実施した。本項では平成

26 年度から平成 29 年度までに整備事業に伴って実施した発掘調査成果の概要を報告する。

【第 22 次発掘調査】

　本発掘調査は、平成 26 年 7 月 10 日から平成 26 年 8 月 31 日まで行った。発掘調査の詳細は既報

告の『国史跡河内寺廃寺跡第 22 次発掘調査概要』に譲ることとし、ここでは成果の概略を記す。

　第 22 次発掘調査の調査目的は、それまで塔跡と考えられてきた建物基壇の規模等を再検討する

ため実施した。調査の結果、建物基壇の北東隅が良好な状態で遺存していることを確認した。また、

基壇上面の調査では、これまで塔の東側柱列と考えてきた柱列よりさらに柱間一間分東側の３か所

で根石及び抜取穴を検出した。

　これらの調査成果に基づき、河内寺廃寺跡整備委員会の指導・助言のもと、伽藍配置等について

再検討を行った結果、これまで塔跡と考えられてきた建物基壇は金堂跡であったことが明らかに

なった。金堂跡と考えられてきた基壇は講堂跡となる。未検出となった塔跡は、金堂と南回廊の中

間で住宅地内の一角に遺されている可能性が高い。塔が未検出であるため薬師寺式伽藍配置の可能

性は否定できないが、東面回廊と伽藍中軸線の距離を考慮し、従前とおり四天王寺式伽藍配置が妥

当であると考えられる。

第６図　三次元写真測量による第 22 次発掘調査トレンチ鳥瞰図 ( 北東より )

（２）　整備事業の発掘調査成果

【第 24 次発掘調査】

　第 24 次調査区は、金堂跡及び講堂建物基壇の北辺を明らかにすることを目的に調査トレンチを

設定した。特筆すべき成果としては、金堂基壇北辺の調査トレンチから、創建当時の基壇である乱

石積基壇の一部が残されていることを確認した。

　調査により検出された遺構等は第７図のとおりである。
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回廊の延長と取付き想定位置

第24次発掘調査範囲

伽藍の中軸線（座標北から東へ3°振る）

金堂跡

講堂跡

東面回廊

13.9m(46.5尺)
基壇北辺ライン

第24次発掘調査範囲

基壇東辺ライン
12.3m（41尺)

1.95m
(6.5尺)

22.8m(76尺)

13.8m（46尺)

2.1m
(７尺)

1.5m
(５尺)

0 10m

第24次発掘調査範囲

第22次発掘調査範囲

3m
(10尺)

3m
(10尺)

第７図　発掘調査トレンチ　平面図

【第 28 次発掘調査】

　第 28 次調査区は、史跡追加指定地にあった旧建物（木造２階建て共同住宅３棟）のうち１棟の

基礎撤去工事と併せて実施した。昭和 42 年に大阪府が実施した発掘調査と重複している部分があ

り、同報告では建物基壇の石列が残されていると報告されていた。

　調査の結果、昭和 42 年の調査で検出した石列は残されているものの、建物基壇とは認められな

いことが明らかとなった。石列の性質は今後の調査により検討すべき課題となった。

　調査により検出された遺構等は第 10 図のとおりである。
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0 50cm

第９図　出土瓦　三次元計測陰影図

2´2

43

1

2´

第８図　伽藍配置復元図

第 22 次発掘調査以前　　　　　　　　　　　　　　第 22 次発掘調査以降
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第 10 図　第 28 次発掘調査トレンチ　平面図

②出土遺物（本文中のアラビア数字は「出土瓦　三次元計測陰影図」に対応）

　河内寺廃寺跡やその周辺からは、創建瓦である飛鳥時代後期に属する素弁八葉蓮華文軒丸瓦

(KWM １) と三重弧文軒平瓦 (KWH １)、白鳳期の単弁十三葉蓮華文軒丸瓦 (KWM ２) と変形重

弧文軒平瓦 (KWH ２) 又は偏行唐草文軒平瓦 (KWH ３)、平安時代中期に属する単弁十二葉蓮華文

軒丸瓦 (KWM ３) と山形文軒平瓦 (KWH ４)、室町時代前期に属する巴紋軒丸瓦 (KWM ６・７)

と均整唐草文軒平瓦 (KWH12・13) などが出土する。出土点数では、白鳳期の軒瓦の組み合わせ

が最も多い。以下、整備事業に伴って、既往の発掘調査によって出土した軒丸瓦を対象として実施

した三次元計測成果（埋蔵文化財発掘調査事業補助金で実施）を掲載する。
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第４章　整備計画の策定

（１）河内寺廃寺跡史跡整備委員会による検討会議

　河内寺廃寺跡が史跡に指定されたのち、平成 21 年 12 月に史跡の発掘調査及び整備に関する指導・

助言を行う河内寺廃寺跡整備委員会（以下「整備委員会」という）が組織された。

　整備委員会は 4名をもって組織し、大脇潔氏（元近畿大学教授）を委員長とし、委員には増渕徹氏（京

都橘大学教授）、菱田哲郎氏（京都府立大学教授）、箱崎和久氏（国立奈良文化財研究所都城発掘調査

部長）に参加いただいた (肩書は現在 )。

　また、委員会の事務及び庶務を処理するために整備委員会の事務局を文化財課に置いた。文化財課

は平成 26 年度から史跡公園のオープンを経て令和元年度までは教育委員会社会教育部に属し、令和

２年度以降は人権文化部文化室に移った。

　第３章で述べたように、整備委員会の指導により平成 26 年度～平成 27 年度にかけて史跡の内容確

認を目的とした発掘調査が実施された。これらの調査により金堂跡（当時は塔跡と認識）、講堂跡（当

時は金堂跡と認識）及び東回廊跡の発掘調査が行われた。

　平成 24 年度には、発掘調査成果を基に前記の『国史跡河内寺廃寺跡史跡公園整備基本計画書』(以

下、「基本計画書」という )を刊行し、整備における課題を抽出した。

河内寺廃寺跡整備委員会

委員長 大脇　潔 元近畿大学文芸学部教授

委員 増渕　徹 京都橘大学文学部教授

委員 菱田　哲郎 京都府立大学文学部教授

独立行政法人　国立文化財機構

奈良文化財研究所　都城発掘調査部長

市原　富士夫　(～令和元年度)

中井　將胤 （令和2年度～）

中西　裕見子　(～令和2年度)

原田　昌浩　(～令和元年度)

小泉　翔太　（令和2年度～）

菅原　章太　（平成16～平成22年度）

仲林　篤史　(平成23～令和元年度)

今井　真由美　（令和2年度～）

　 

委員 箱崎　和久

オブザーバー

事務局

文化庁文化財部記念物課

大阪府教育庁文化財保護課

大阪府教育庁文化財保護課

担当者 文化財課

大阪府教育庁文化財保護課

文化庁文化財部記念物課

第２表　河内寺廃寺跡整備委員会の委員及び事業の組織
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　なお、平成 24 年度に策定した「基本計画書」とその後改訂した『国史跡河内寺廃寺跡史跡公園整

備基本計画書　改訂版』( 以下、「基本計画書　改訂版」という ) の変更点は下図のとおりである。

　具体的な内容は、「基本計画書」作成後に実施した第 22 次調査によって、これまで塔跡と考えられ

てきた建物基壇が金堂跡であったことが明らかになり、伽藍配置について再検討して生じた変更を「基

本計画書　改訂版」に反映した。また、調査によって礎石が新たに検出されたため、回廊のとりつき

を明確にした。この変更に伴い、工事期間等の見直しを併せて行った。

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 第 11 図　整備の変更内容

基本計画時

改定後

講堂基壇

金堂基壇

東面回廊
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【基本方針】

　　基本理念に基づいた計画の基本的な方針は以下のとおりである。

　　　① 現存する遺構の保護を前提とする整備を行う。

　　　② 飛鳥時代後期に創建された古代寺院跡を訪れることで、多くの市民が本物の文化財に触

（２）整備の方針

　本整備事業は発掘調査成果に基づいて、整備委員会の指導のもと「基本計画書」及び実施設計を

策定し、これに基づいて行った。その概要は下記のとおりである。

　なお、上記の計画や設計は第１期の史跡指定範囲の条件下で行われたものであり、今後その範囲

を拡張していくにつれ、条件が変わっていくことが想定される。特に民地境界部においては、高さ

の調整や引込、放流位置の確保が困難であった結果から、所有者や自治会の協力を得る形での整備

方法を選択した。

　これらは今後、史跡指定範囲が拡張すればその都度、最良な手法を用いた改善が必要となる。ま

た、今後の発掘調査の成果によっては、より明確な遺構の復元展示案が必要となる事が考えられる。

【基本理念】

　河内寺廃寺跡を整備するにあたって、以下の３つの項目を基本理念として定める。

　基本理念１　東大阪市民共有の財産である国史跡河内寺廃寺跡を将来のために保護・保存するこ

　　　　　　　とを目標とする。

　基本理念２　飛鳥時代後期に創建された古代寺院である本史跡の歴史的価値のみならず、東大阪

　　　　　　　市の歴史の深さやその魅力を伝える整備を目指す。

　基本理念３　生駒西麓の自然や景観等の自然環境と調和し、周辺の歴史的環境を活かした整備を

　　　　　　　目指す。

・東大阪市河内町に位置。

・国史跡指定範囲は既に公有化が完了。 ・伽藍全体の保護及び活用施策の検討。

気象
・大阪府内全域が瀬戸内海式気候に属し、
年間を通して温暖。

・気候に適した植生、材質の選定。

・計画地は生駒山地の西麓部で、標高 ｍ
前後、客坊谷の扇状地の中位面に立地。

・地形条件に適合した整備の基盤高の設
定。

・計画地は東から西に段々状に位置し、大
きく三面で構成。

・地形を考慮した造成計画及び排水計画の
検討。

土質
・他の地域と比較し、大小の各種角礫を多
く含有。

・土質に適した排水及び植栽計画の検討。

土地利用
状況

・計画地周辺は市街化区域で住宅地（第１
種中高層住居専用地域）に区分。

・周辺住民の憩いの場所となる施設の設
置。

交通
・近鉄瓢簞山駅から北東に約 ｍ、近鉄枚
岡駅から南に約650ｍに位置。

・周辺道路は狭く、車での来訪が難しいた
め、周辺駅からの徒歩ルートの設定が必
要。

周辺の文化
財や関連

施設

・東大阪市立埋蔵文化財センター、瓢簞山
稲荷神社、東大阪市立郷土博物館、山畑古
墳群、枚岡神社等。

・周辺には多くの文化財やその関連施設が
点在しているため、それらとの連携による
活用策の検討。

その他法規
制等

・東大阪市全域が特定都市河川流域である
「寝屋川流域」に位置する。

・計画地か排水される雨水流出量の検討。

自然条件

地形

史跡指定地の
現状

・外からの史跡の遠望、中からの眺望、良
好な史跡景観の形成の検討。

特　　徴 課　　題

社会条件

景観
・計画地は住宅地にあるが、生駒山西麓に
位置し、周辺の景観は良好。

項   目

第３表　整備課題
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　　　　れる機会を作り、本市の歴史の深さを身近に感じ、次の点についての内容を理解できる場

　　　　所とする。

　　　・古代の河内国河内郡の中心部に建てられた古代寺院や、その下で発展した古代仏教文化に

　　　　ついて理解できる場所とする。

　　　・発掘調査により明らかになった国史跡河内寺廃寺跡の変遷を理解できる場所とする。

　　　・河内直（連）の創建により、その一族を郡領とする河内国河内郡の郡衙のあった場所とし

雨水貯留区域
A=300㎡程度
D=0.30m程度

雨水の流れ

a

a’

a　　　　　　　　　　　　　　　　　   a’

雨水貯留時の断面図 1:100

第 12 図　雨水排水計画模式図

　　　　　て、また、本史跡の存在する河内町やその周辺地域が古くから「河内」という地域名と共

　　　　　に発展してきたことを理解できる場所とする。

　　　③宅地化の進んでいる本史跡周辺地域における住民の憩いの場所となる整備を行うとともに本

　　　　市のまちづくりの一環として、周辺の文化財施設と連携し、東大阪市の歴史を発信する施設

　　　　として活用する整備を行う。

【造成計画・雨水排水計画】

　・史跡地全体の造成は、盛土による遺構の保存及び保護を大前提として整備を行った。盛土は、北

　　西から南東へ向かって緩やかにレベルが上がるように行うことを原則とし、史跡地全体に緩やか

　　な勾配をもたせる。史跡全体の盛土の厚みは、塔及び金堂基壇の高さのイメージを崩さないよう

　　に設定した。

　・史跡指定地内の雨水の排水については、雨水貯留施設の位置と底高を勘案すると、計画地北側位
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置指定道路内の排水施設へ接続する以外に方法がない。そのため位置指定道路は民地であるが、所

有者の放流許可を得て排水することとした。結果的に前記の民地は平成 28 年度に追加指定、用地

買収を行ったところであり、排水計画は将来の第２期整備時の課題となる。また、計画地内の排水

は、地形に勾配をつけ、表面排水にて貯留域に流下させる。遺構復元（東面回廊）部の水路や舗装

端部の隣接部においては、開渠にて排水する。実際の設計にあたっては市担当部局による技術的な

助言を受けて行った。

【ゾーン計画】　　　　　　　　　　　　　　　　　

　計画地内の整備は、遺構の整備のみならず関連施設の整備も行うため、それぞれに異なる整備手

法を用いて行う必要がある。そのため、計画地内の区画をゾーンに分け、整備を行った。区画は、

遺構展示、憩いと展望、エントランスのそれぞれ３つのゾーンである。

　ゾーン計画に基づき、各ゾーン及び施設の整備計画については以下のとおりとする。

設施、構遺な要主的目置位名ンーゾ

寺院跡であるため、南側正面からの入
り口を整備する。

史跡地全体を眺望できる入口とする。

南部中央
（南入口）

南東角
（南東入口）

北東角
（北東入口）

・金堂跡
・講堂跡
・回廊跡
・ガイダンス表示

・階段ベンチ
・パーゴラ
・藤棚

・階段
・ガイダンス表示

・階段
・管理車両入口

・階段

管理車両の出入口及びバリアフリーを
兼ねた入口とする。

国史跡全体や各遺構の歴史的意味を理
解する場所とする。

憩いと展望ゾーン 東部
周辺住民の憩いの場所となり、また、
来訪者が休憩したり、展望したりでき
る施設とする。

遺構展示ゾーン 中央部・西部

エントランス
ゾーン

第 13 図　ゾーン計画イメージ図

第４表　ゾーン計画
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〈遺構展示ゾーンの整備〉

　発掘調査により遺構が確認された金堂跡、講堂跡、回廊跡それぞれの遺構を展示するための復元

遺構付近には、説明板を設置するとともに、携帯電話やスマートフォンを利用したデジタルコンテ

ンツの制作を検討した。遺構の復元及びその整備方針は以下のとおりとし、各遺構ごとに概要をま

とめる。

　①遺構の保護及び保存のため、現状の遺構に盛土を行うことを基本とし、整備を行った。

　②史跡指定地周辺の住宅環境との兼ね合いにより、建物の復元は行わず、基壇のみの復元を主と

　　して行った。

　③来訪者が実際に当時の遺構・遺物に触れることは、河内寺廃寺跡の歴史を感じたり、史跡の重

　　要性を実感したりすることのできる重要な機会であることから、保存状態が良好で、露出を行っ

　　ても問題のない遺構の展示を検討した。　

１．金堂跡

　現存する金堂基壇は、中世にも建物の基壇として再利用されたものであるが、復元としては現在

確認できている創建時基壇の推定規模を重視する計画とした。ただし、基壇規模について現状では、

規模が確定していないため、本計画策定後に実施する発掘調査結果によっては整備委員会にて方針

を検討することとし変更もありうる。

［金堂跡復元形態　（露出展示）］

　金堂跡では礎石が良好に遺されていたことから、整備するにあたって展示手法の検討を行った。

基壇の表現方法や露出展示の可否、地形 (高低差処理 )等との統一を考慮して、第５表のとおり主

要 6種類（その他折衷パターン 2種類）の形態を検討した結果、出土した礎石の露出展示を行うこ

とを優先した復元形態をとることとし、C 案をベースに検討した。さらに、具体的な復元形態につ

いては第 15 図のとおり、復元建物の壁ラインを縁石で明示し、その内部と外部の舗装を色の違い

を持って展示することで基壇と復元建物の境界を明らかにする手法案 3とした。

　・金堂基壇の復元においては、礎石の露出展示と正確な基壇平面範囲の表示に重きを置く。

　・出土した状況に近い形での遺構展示とし、礎石は出土した部分のみ露出展示とすることで、検

　　出した礎石うち 2箇所は動かされた位置であることを明確にした。

　・復元金堂の北辺と東西辺、基壇跡の明示を目的として配する。遺存する石材との離隔が少ない

　　箇所もある。これにより、石列の見え高を 20cm として設置した。

　・遺構の遺存状況により遺構保護対策を行うものとした。

南　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北

西　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東

第 14 図　金堂跡断面図
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[ 金堂跡南辺階段の復元］

・金堂跡の南辺にて出土した階段を復元した。

・創建時の想定される蹴上高 20cm 程度での遺構展示とした。 

・基壇前面の造成地盤高を勘案し、段数は 3 段となる。創建時の階段数を誤認させないため、階段

　脇の解説板に、説明を補足することを前提とした。

・使用する石材は、出土した石材に近い生駒石を使用した。

［礎石展示コーナー］

・現地に礎石であると思われる転石を用いて、来訪者に実際の礎石の深さや規模を認識して頂くこ

　とを目的に展示する。

・展示場所は、基壇復元に伴い実際に礎石の露出展示を行う金堂付近に展示するのが効果的である

　ため、金堂南側に設置した。

縁石

石列

第 17 図　金堂跡露出展示

第 15 図　金堂跡露出展示の検討

案１ 案 2 案 3

第 16 図　礎石展示コーナー設置図
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第 18 図　遺構展示　全体図
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第 19 図　講堂跡断面図

２．講堂跡

　講堂基壇は、既調査成果をもとに基壇の復元を行った。

　・基壇の形状及び表面仕上げは、発掘調査で基壇の最下段に自然石の石列が出ていることから乱

　　石積基壇とした。

　・復元講堂の全周に基壇跡の明示を目的として石列を配した。復元基壇高を盛土で行い、その天

　　端に見え高 30cm の高さで石列を設置した。

　・講堂跡の南辺にて出土した階段を復元した。金堂復元階段と比べて遺存する石材との離隔は確

　　保しているが、未調査箇所や既調査箇所においても、詳細な高さデータが存在しない範囲等が

　　あることから、遺存する石材等の保護に十分注意を払うものとした。

　・使用する石材は、既存の石積みを撤去した際に発生する石材を再利用した。当時の石、もしく

　　は、その後世の中世の時期に使用されていたとも考えられるため用いることとした。

　・石材及び、施工に対して配慮した。

　・遺構の遺存状況により遺構保護対策を行うものとした。

３．回廊跡

　発掘調査では、東面回廊の一部のみ確認されている。

　・出土した礎石と建物範囲の表層の土色を変えた展示を行うことで、復元建物の境界を明らかに

　　した。基壇の表現は、発掘調査の成果より遺構と同様の土坡で行った。

　・復元回廊の礎石の展示を行った。

　・礎石は自然石によるレプリカとし、石材種は生駒石とする。盗難予防の観点を含めた。形状は

　　天端の平坦部がφ 500 以上ある野面石を、底面をカットして用いるものとした。また、礎石の

　　高さは約 20 ㎝であることから、遺構保護の前提より、レプリカが適切に設置できるように盛

　　土を行った。

第 20 図　回廊跡断面図 第 21 図　回廊跡礎石（レプリカ）設置図

西　　　　　　　　　東

南　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北
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〈憩いと展望ゾーンの整備〉

　憩いと展望ゾーンは、周辺住民の憩いの場所となること、来訪者が休憩できること、見学等の利

便性を高め、周辺の自然や景観を感じることのできる開放的な空間であることを目指した整備を

行った。計画地内に設置する施設は、遺構の保護・保存を前提とするため。以下の施設は設置しない。

便所は、基礎と配管の厚みが 70cm 必要であり、公共下水道接続が可能な場所を計画地で確保でき

ないため設置しない。また四阿についても基礎の厚みが 50 ㎝必要であり、計画地内に設置場所が

確保できないため設置しない。設置する休

憩施設としては、周辺住民の憩いの場とな

り、来訪者に対し日陰を確保するための

パーゴラとベンチとした。

休憩コーナー及び階段広場

・「東大阪市移動等円滑化のために必要な

　特定公園施設の設置に関する基準を定め

　る条例」により、休憩施設は、特定公園

　施設に含まれることから、車椅子利用者

　でもアプローチ可能な地形とした。

・伽藍内に設置すると景観の妨げとなるこ

　とから、東側道路沿いに階段状ベンチを

　設けた。

・東側道路との高低差の解消と展望場所と

　しても利用できるよう階段状のベンチと

　し、通路機能以外にも、腰かけて史跡が

　眺められるよう、段差と踏面の幅を調整

　した雛壇状のスタンドを織り交ぜた。

・パーゴラは、遺構の保護の観点から基礎

　は扁平で出来るだけ浅いものとした。

第 22 図　憩いと展望ゾーンの整備



27

〈エントランスゾーンの整備〉

　歩行者用入口は、北東、東及び南の３箇所に設けた。管理車両の出入口は北東入口に設けた。ま

た、東道路との境界は開放的な境界とするために、盛土を行い道路との段差を少なくし、自由に計

画地内に入れるようにデザインした。南側道路との境界は盛土が行えないために擁壁・石積み等で

高低差処理を行った。

　①北東入口　東側道路との高低差が小さいため、管理車両の出入口及びバリアフリーを兼ねた入

　　　　　　　口とする。車椅子利用者に配慮したバリアフリー動線 (遠路 )を確保し、歩者、管

　　　　　　　理車両が兼用できるスロープの設置について検討を行う。北東入口のブロック舗装

　　　　　　　を色彩により変化させる。また回廊遺構範囲に合わせた幅員で舗装を行った。

　②南東入口　最も高い位置から入り、史跡地全体を眺望できる入口とする。また、そのための展

　　　　　　　望を考慮したデザインとした。

　③南入口　　計画地が寺院跡であることから、南側に入り口を設置した。段差のない平坦な入口

　　　　　　　を確保し、史跡公園内のバリアフリー動線と接続させた。

第 23 図　エントランスゾーンの整備

北東入口

南入口 南東入口
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【施設設備計画】　　　

計画地内に設置する施設及び設備は以下のとおりとする。

<管理施設 >

　計画地内の管理に関する施設として、フェンス、車止め及び飛び出し防止策を設置した。

　・整備後の管理及び安全確保のため民地境界（北・西）にフェンスを設置した。

　・道路境界（南・東）は開放的な空間として演出するため、フェンスなどは設置しない。ただ

　　し、車止めや飛び出し防止策の設置を行った。

<給水設備 >

　給水対象施設は、樹木散水用の散水栓と来訪者へのサービスのための水飲み場を設置した。

　・散水栓は、植栽区域全域をカバーできるように配置を行う。配置はホースの長さに対応した

　　半径とした。

　・水飲み場はバリアフリー対応型のものとし、利用者の利便性に配慮して、休憩コーナー及び

　　北側入口付近に設置した。

　・引込は、新たな金堂基壇復元形態との関係にて調整した。埋設断面は、遺構保護の観点から

　　出来るだけ浅く設定した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水飲み場

　散水栓　散水栓

　散水栓

第 24 図　給水設備設置図
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< 電気設備 >

　計画地周辺は街灯が設置されているが、畑地が広がり交通量が少ないことから、防犯や住民の安

心につながるよう計画地に電気設備を設置した。また計画地南側と東側の道路には地区自治会の管

理する防犯灯が存在していたが、これらは史跡公園整備上、支障となるものや新設する公園照明に

より、照度がまかなえることとなり、撤去することで所有者の合意を得た。支障のない箇所の防犯

灯は存置する方針で、公園の敷地内を通り、送電を行う。

　・整備する照明位置は、遺構の保護の観点から、東側の入口、及び休憩広場や階段広場部に設置

　　した。設置位置が限られるため、公園全体の照度は問わず、設置場所周辺は 5Lx 以上の照度を

　　確保した。

　・ランプは耐久性、経済性を考慮しＬＥＤを使用した。

< 学習施設（サイン計画）>

　サイン計画及び説明板は、来訪者に対し河内寺廃寺跡の情報を伝達するための重要な施設である。

設置に当たっては基礎部分が遺構を傷つけない設計を前提とした。遺構全体及び単体施設の解説、

単体施設の名称表示を行う。これらのサインは設置する位置や目的が異なり、個々の条件に合った

適切な形状及び材質を用いるものとした。

　・総合説明板は史跡全体の解説を行うための説明板であり東側入口に設置した。多言語での解説

　　も検討し、携帯電話やスマートフォンを利用した史跡全体の解説を行うコンテンツの作成を検

　　討した。サイン形態は遺構より離れた展望部など、史跡を眺めながら見ることに適したテーブ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公園柵新設に伴い
防犯灯を撤去

公園照明
を整備

公園の入口整
備に伴い
防犯灯を撤去

既存の防犯灯
基存置

既存の防犯灯
基存置

園内に照明を整備
この防犯灯を撤去

公園照明
を整備

公園照明
を整備

公園照明
を整備

公園引込柱
を整備

公園の入口整
備に伴い
中継柱を撤去

第 25 図　電気設備設置図
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　ル型とした。

・施設説明板及び施設名称板は遺構を復元し

　た各施設（金堂跡、講堂跡、回廊跡）の近

　くに配置し解説を行った。多言語での解説

　も検討し、携帯電話やスマートフォンを利

　用した発掘調査の画像等で各遺構の解説を

　行うコンテンツの作成を検討した。サイン

　形態は遺構の視認性を必要とする場所に向

　く台座型とした。

<植栽計画 >

　遺構を保護することを前提とした植栽計画

は以下のとおりである。

・植栽材料は、低管理型（地被類クラピア）

　を使用した。また、復元遺構基壇の法面部

　は、洗掘防止を図る目的から張芝を用いた。

・維持管理の観点から高木植栽は行わず、遺

　構保護の観点より、根が深く張らない樹種

　（浅根性）を用いるものとし、中低木類を

　採用した。

第 28 図　河内寺廃寺跡整備イメージ

総合説明板盤面

テーブル型　　　　　　　　台座型

第 26 図　サイン板　形態図

第 27 図　サイン板設置イメージ
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年度 事業内容 

平成 26年度 実施設計の策定 

平成 27年度 保存整備工事 

平成 28年度 
保存整備工事 

基本計画の改定 

平成 29年度 
保存整備工事完了 

７月より一般公開 

 

第６表　第１期河内寺廃寺跡保存整備事業の経緯

第５章　整備事業の実施

（１）保存整備事業の概要

①保存整備事業の概要

　整備は基本計画・実施設計に基づき、河内寺廃寺跡史跡指定地 ( 整備対象面積は約 2092.82 ㎡ )

の保存整備工事を実施した。

　第４章に記した基本計画に基づき、遺構の確実な保存を前提として、実物と複製を併用した展示

を行い、周囲の景観に配慮しながら遺構発見時の臨場感を伝え理解を深めるため、復元や展望施設

及び解説板等の設置、見学通路及び休憩場所等の施設整備を実施した。

事業年度 事業内容 事業費(円) 

平成 26年度 実施設計の策定 ほか 10,851,890 

平成 27年度 保存整備工事の実施 ほか 15,696,380 

平成 28年度 保存整備工事の実施 ほか 56,500,145 

平成 29年度 保存整備工事の実施 ほか 13,238,093 

 

第７表　年度別事業費
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1.発掘調査

2.測量業務

3.設計業務

　・実施設計

4.工事

【前期工事】

　・基盤整備

構造物撤去

敷地造成

擁壁

【後期工事】

　・植栽

　・施設整備

遺構整備

給水設備

雨水排水設備

電気設備

園路広場整備

サービス施設整備

管理施設整備

建築施設組立設置

説明板設置

５．その他

・整備委員会

・報告書

名称 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

第８表　年度別事業実施状況
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（２）年度別事業の概要

　平成 26 年度から平成 29 年度にかけて実施した整備事業にかかる各年度別の事業費及び概要は下記

のとおりである。

＜平成 26 年度＞

　平成 26 年度の主な事業内容として実施設計の策定及び発掘調査を実施した。

　事業実績は下記のとおりである。

＜平成 27 年度＞

　平成27年度の主な事業内容として実施設計に基づき、保存整備工事(造成工事及び雨水排水工事。

第 7表中の前期工事に該当する。)を実施した。また整備工事に伴う発掘調査を実施した。

　事業実績は下記のとおりである。

 平成26年度国史跡河内寺廃寺跡史跡公園実施設計業務委託

 史跡公園整備に伴う国史跡河内寺廃寺跡地形測量及び

　  史跡整備完成3次元画像作成業務委託

  河内寺廃寺跡第22次発掘調査支援業務委託

  河内寺廃寺跡第22次発掘調査支援業務実施に伴う発掘調査
委託　 トレンチ写真測量業務委託

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

報償費  整備委員会謝礼

旅費  文化庁調査官招へいにかかる費用弁償

区分 業務名 金額

委託料 10,742,130

合計

60,000
49,760

10,851,890

 河内寺廃寺跡第24次発掘調査を含む史跡公園整備業務委託

 河内寺廃寺跡第24次発掘調査支援業務委託

 河内寺廃寺跡遺構復元等検討業務委託

 河内寺廃寺跡建物復元業務委託

 河内寺廃寺跡史跡公園解説データ作成業務委託

ほか

工事請負費  平成27年度国史跡河内寺廃寺跡史跡公園整備工事

報償費  整備委員会謝礼

旅費  文化庁調査官招へいにかかる費用弁償
合計 15,696,380

120,000

区分 業務名 金額

委託料 8,525,200

7,018,920

32,260

第９表　平成 26 年度支出内訳書及び業務概要

第 10 表　平成 27 年度支出内訳書及び業務概要
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＜平成 28 年度実績＞

　平成 28 年度の主な事業内容として、保存整備工事 ( 電気・水道・施設整備・植栽工事等。第 7

表中の後期工事に該当する。)を実施した。

　事業実績は下記のとおりである。

＜平成 29 年度実績＞

　平成 29 年度の主な事業内容として、説明板等設置工事を実施し、７月より一般公開を開始した。

また、平成 28 年度史跡追加指定地の旧建物基礎撤去工事（発掘調査を含む）を実施した。

　事業実績は下記のとおりである。

 平成28年度河内寺廃寺跡史跡公園整備工事に伴う測量業務委託

 河内寺廃寺跡史跡公園整備工事に伴う掘削業務委託

 河内寺廃寺跡史跡公園整備工事に伴う石材運搬業務委託

 河内寺廃寺跡サイン計画等業務委託

 国史跡河内寺廃寺跡サイン計画に伴う動画作成業務委託

ほか

工事請負費  平成28年度河内寺廃寺跡史跡公園整備工事

旅費  文化庁調査官招へいにかかる費用弁償

委託料

合計 56,500,145

8,894,605

47,561,040
44,500

区分 業務名 金額

国庫補助
対象経費

国庫補助
対象外経費

 平成29年度河内寺廃寺跡史跡整備業務委託

　　（総合説明板設置）

 平成29年度河内寺廃寺跡史跡整備業務委託

　　（フェンス設置）

 平成29年度河内寺廃寺跡史跡整備業務委託

　　（サイン盤面設置）

 平成29年度河内寺廃寺跡史跡整備業務委託

　（ＱＲコード解説板設置）

 河内寺跡第28次発掘調査実施に伴うトレンチ測量業務委託

 平成29年度河内寺廃寺跡整備業務委託（防犯設備設置）

ほか

報償費  整備委員会謝礼 120,000 0
特別旅費  文化庁調査官招へいにかかる費用弁償 17,580 0

13,200,293 37,800
合計 13,238,093

区分 業務名
金額

委託料

小計

13,062,713 37,800

第 12 表　平成 29 年度支出内訳書及び業務概要

第 11 表　平成 28 年度支出内訳書及び業務概要
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（３）整備工事の概要

　計画地における各設備の工事概要は下記のとおりである。

①敷地造成工

　計画地へのアクセス場所となるエントランスゾーンは、歩行者用入口を北東、南東及び南の３か

所に設けた。東側道路との境界は開放的な境界とするために、盛土を行い道路との段差を少なくし、

自由に計画地内に入れるようにデザインした。

　北東入口は管理車両の出入り口及びバリアフリーを兼ねた入口として整備した。南東入口は最も

高い位置から入り、史跡地全体を眺望できる入口とした。また、計画地が寺院跡であることから、

南側に入口を設置した。

１．出入口整備状況 ( 南西より ) ２．出入口整備状況 ( 南西より )

３．出入口整備状況 ( 南西より ) ４．整備後　歩行者用入口　北東及び南東
　　( 西より )
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②雨水排水設備工

　東大阪市全域は、特定都市河川浸水被害対策法に定める「特定都市河川流域」である寝屋川流域

に位置すること等から、浸水被害対策として雨水流出量の要請措置が必要な地域であることを踏ま

え、計画地内の雨水排水計画を検討した上で実施した。なお、検討にあたっては各関係指針及び基

準に基づいて方針を定めた。

　整備箇所は斜面になっており、西側では雨水排水管に接続できないため、現地での雨水排水施設

を設置し、北側民有地内（現在は史跡指定地）の雨水排水管に接続した。

１．排水管布設状況 ２．排水管布設状況

３．整備状況　U 字溝 ( 南より ) ４．整備後　U 字溝 ( 南より )

5．整備状況　側溝 ( 南より ) ６．整備後　側溝 ( 西より )
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③遺構展示工

　国史跡全体や各遺構の歴史的意味を理解する場所とするため、遺構の保存を前提として展示ガイ

ダンスを整備することに努めた。

　遺構展示ゾーン整備計画に基づき、金堂跡、講堂跡、回廊跡を対象として整備した。各遺構の基

壇等復元、周辺地形との高低差や周辺住宅のプライバシーに配慮し整備した。

１．整備状況　全体 ( 北東より ) ２．整備状況　金堂跡 ( 東より )

３．整備後　全体 ( 北東より ) ４．整備後　金堂跡 ( 東より )

５．整備後　回廊跡 ( 北より )　 ６．整備後　講堂跡 ( 東より )
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④休養施設工

　周辺住民の憩いの場所となること、来訪者が休憩できること、見学等の利便性を高め、周辺の自

然や景観を感じることのできる開放的な空間であることを目指した整備を行った。

　休憩施設は、来訪者に対し日陰を確保するためのパーゴラとベンチ、東側道路との高低差の解消

と史跡の展望場所としても利用できるよう階段状のベンチを設置した。

１．整備状況　全体 ( 南より )　 ２．整備後　全体 ( 南より )

３．整備状況　階段状ベンチ ( 北より ) ４．整備後　パーゴラ ( 北西より )

5．整備後　ベンチ ( 北西より ) 6．整備後　階段状ベンチ ( 西より )
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⑤施設設備工

　計画地内には、管理施設、給水設備、電気設備を設置した。管理施設として、整備後の管理及び

安全確保のため計画地北及び西側の民地境界にフェンスを設置し、また車止め及び飛び出し防止柵

を設置した。芝生等の樹木散水用の散水栓と来訪者へのサービスのために水飲み台を設置した。計

画地周辺は街頭が設置されているが、畑地が広がり、交通量が少ないことから、防犯や住民の安心

につながる電気設備を設置した。照度は、近隣住民の生活に支障をきたさない範囲で、公園の照度

基準であるＪＩＳ基準を採用した。

１．整備状況　フェンス基礎 ２．整備後　フェンス ( 南東より )

３．整備状況　給水設備 ( 北西より ) ４．整備後　給水設備 ( 西より )

５．整備状況　引込柱 ( 西より )　　 ６．整備後　灯具 ( 西より )
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⑥サイン設置工 (総合説明板 )

　来訪者に対し河内寺廃寺跡の情報を伝達する施設である。設置に当たっては基礎部分が遺構を傷

つけない設計を前提とした。総合説明板（盤面は市単費）、施設説明板（金堂跡説明板の盤面は市単費）

等を設置した。なお、携帯電話やスマートフォンを利用した史跡全体の解説を行うコンテンツを作

成し公開した。

１．整備状況　総合説明板　( 東より )　　 ２．整備状況　総合説明板 ( 東より )

５．整備状況　施設説明板 ( 南より ) ６．整備後　施設説明板 ( 南より )

３．整備状況　総合説明板 ( 東より ) ４．整備後　総合説明板 ( 東より )
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⑦デジタルコンテンツ（参考）

　河内寺廃寺跡は住宅地に位置し、面積も 2,000 ㎡程と狭小であることから、ガイダンス施設が設

置できなかった。このため、史跡の歴史的価値を来訪者に伝えるため、360 度動画を制作した。来

訪者は、所有するスマートフォン等の端末で現地に設置したＱＲコード解説板から動画サイトにア

クセスし、この動画を閲覧できる。

　なお、360 度動画とは、定点から全方位の映像が記録された動画をスマートフォン等の動きに合

わせて閲覧するものである。

　この 360 度動画では、整備工事以前に実施した発掘調査トレンチの 3D モデル、史跡整備後の現

地の 3D モデル及び古代寺院の復元建物の 3D モデルをシーンごとに合成することで、過去の発掘調

査成果やそれに伴う復元建物の姿が切り替わり、複合的に来訪者に情報提供するものである。

第 29 図　現地の 3D モデルと発掘調査時の 3D モデルが合成され、360 度全方位の情報が

記録された 360 度動画のシーン 1

第 30 図　現地の 3D モデルと発掘調査時の 3D モデルが合成され、360 度全方位の情報が

記録された 360 度動画のシーン 2
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　説明板は、展望コーナー（総合説

明板）、金堂跡・講堂跡・回廊跡 (施

設説明板 )の４箇所に設置し、その

全てにＱＲコードを掲載している。

第 29・30 図で示した 360 度全方位

の情報が記録された 360 度動画をス

マートフォン等で閲覧した様子が、

第 32 図である。各説明板の位置を

視点として、史跡公園を４つの視点

から見ることができる。

　さらに、360 度動画には、先述し

たように現在の史跡公園から復元建

物を合成した存続時のイメージまで

河内寺廃寺跡が経てきた姿を順を追

いながら４つのシーンとして見るこ

とができる。

①現在の史跡公園

②発掘調査時の様子

③史跡公園と復元建物の合成

④存続時のイメージ

史跡全体 回廊跡

金堂跡 講堂跡

第 32 図　360 度動画　４つのシーン紹介

第 31 図　説明板設置箇所

第 33 図　360 度動画　ＱＲコード

河内寺廃寺跡国指定史跡

　河内寺廃寺跡は、飛鳥時代後期（７世紀後半）に建てられ、鎌倉時代頃まで続いた寺院跡です。

　この周辺は、昔から「河内寺」と書いて「こんで(て)ら」と呼ばれ、古い寺の伝承が残る土地

として地域の方々に親しまれてました。

　平成17年 (2005)から平成26年までの発掘調査で、金堂・講堂・回廊の基壇（建物の基礎部分）

や礎石（柱を支える石）などが発見され、伽藍は中門・塔・金堂・講堂が南北に一直線上に並び、

それらを回廊が取り囲む配置をとっていた可能性が高まりました。

　この寺は、古代の河内国（現在の大阪府東・南東部）河内郡の大領（長官）であった百済（現在

の韓国西部）出身の渡来系氏族「河内直」により創建されたとみられています。このため、古代の

豪族により受け入れられ花開いた仏教文化を考えるうえで重要な遺跡として、金堂跡、講堂跡及び

回廊跡を含む土地が平成20年に国の史跡に指定されました。平成28年には、講堂の北側の土地か

ら寺に付属する建物の遺構が見つかったことから、同地が史跡追加指定を受けました。

　現状の史跡公園（平成20年指定地）では、金堂と講堂の基壇を整備し、東側の回廊は発掘調査

で判明した部分の基壇を明示しました。

かわ でら はい じ あとち

国家指定历史遗迹 河内寺废寺遗迹

국가지정 사적   가와치데라 폐절터

    “Kawachi-dera haiji-ato” is the site of a late 7th-century Asuka period temple.

    During previous excavations, the remains of the main hall, the lecture hall and corridor were discovered that indicate the layout of 

the original temple.

    The Kawachi no atai, a powerful clan historically connected to the region, is believed to have established the temple. 

    Because it is important to the understanding of the adoption and prosperity of Buddhism in Japan during the 7th-century, it was 

designated as a National Historic Site in 2008.

    Currently, the foundation platforms of the main hall, lecture hall and a section of the corridor have been restored. 

▲

確認された礎石

未確認遺構

確認された遺構

史跡指定範囲

史跡公園範囲

0 20m

N

河内寺廃寺跡伽藍配置復元図

河内寺廃寺復元イメージ

あすか かまくら

こんどう こうどう かいろう きだん

そせき がらん ちゅうもん とう

たいりょう くだら

とらいけいしぞく かわちのあたい

ごうぞく

National Historic Site　 “Kawachi-dera haiji-ato” 

スマホで 360°

　史跡公園内での発掘調査の様子や古

代寺院の復元イメージを 3D モデルを

用いて解説しています。

　下の QR コードよりアドレスを取得

のうえ、YouTube アプリにてご覧く

ださい。
（YouTube アプリ以外では正しく表示されない

場合があります。)

　足元の視点場マークの上に立ち、背景をスマー

トフォンの動画の映像と合わせることで、視点

場からの全方向の様子を見ることができます。

(お使いの端末のバージョンによっては正しく表示
されないことがあります。）

https://youtu.be/TFu9V_QtttU

第 34 図　総合説明板 盤面

展望コーナー

金堂跡

講堂跡

回廊跡
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第 36 図　見学会開催 第 37 図　文化財課職員による解説

第 38 図　見学会の様子 第 39 図　発掘調査出土遺物の展示

第 35 図　現地見学会のチラシ

⑧現地見学会の実施

　第１期整備事業が完了し、河内寺廃寺跡が史跡公園として一般に公開されることに伴い、平成

29 年 7 月１日にオープニングセレモニーとして「河内寺廃寺跡史跡公園現地見学会」を開催した。

河内寺廃寺跡を広く知っていただく機会にするとともに、関心

を持っていただけるよう、解説及び案内を行った。現地見学会

の内容は下記のとおりである。

　　・文化財課職員による遺構復元及び施設等の解説

　　・発掘調査出土遺物の展示

　　・スマートフォン、タブレットを用いた 360 度動画の閲覧

　

　公開に当たって、一般公開及び現地見学会実施のお知らせを

史跡公園が所在する校区内の全自治会及び関係各機関に送付し

た。加えて、史跡公園周辺の掲示板にて周知を行った。現地見

学会には、地域住民を中心に参加があった。

　





工事図面
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第１図　施設平面図
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第２図　造成平面図
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第３図　断面図
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第４図　給水設備平面図
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第５図　排水設備平面図
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第６図　電気設備平面図
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第７図　植栽平面図

凡
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第８図　詳細図―1
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第９図　詳細図―2
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第 10 図　詳細図―3
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第 11 図　詳細図―4
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第 12 図　詳細図―5
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第 13 図　詳細図―6
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第 14 図　詳細図―７
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第６章　管理及び活用の現状と今後の展望

（１）管理の現状

　今回の保存整備事業は、金堂、講堂及び東面回廊を中心とした第１期の 2092.82 ㎡を対象として実

施した。保存整備事業は発掘調査により検出された遺構を良好な状態で保存することを前提とし、保

護面に整備する遺構展示等は発掘調査で確認された成果を忠実に再現することを基本とした。

　管理は、市が主体となり行い、草刈りや防犯カメラの保守点検などは業務の効率化、省力化、高度

化をめざし業務委託を行っている。整備において保護面にクラピアの種子を蒔き、育成をめざしたが

外来種により駆逐されてしまっている。

　また、本史跡公園は街区公園等と同じように、門扉を設置していないため、常時利用が可能な施設

である。夜間の照明灯、防犯カメラは史跡公園の保全及び露出展示を保護するために設置している。

しかし、史跡公園がオープンしてから現在に至るまで史跡公園内でのゴミのポイ捨てや火気を使用し

たいたずらが発生しており、対策として注意喚起を促す看板を設置してきたものの解決には至ってい

ない。また、便益施設について設置を求める意見もあり検討が必要である。

（２）活用の現状

　史跡公園内にはガイダンス施設等の屋内型施設がなく、常時体験メ

ニューを提供することが難しい。そのため、周辺施設との連携を図り

ながら単発的に体験型イベントを実施してきた。第 14 表に取り組み

とその成果をまとめる。また、教育機関の授業 ( フィールドワーク )

の受け入れや現地で史跡の保存・活用について解説を行った。

　また、本整備事業で制作した動画等のデジタルコンテンツについて

は、独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所等の研究機関の依

頼によりその成果に関する報告及び事例紹介により活用を行った。

　一方、近隣住民の憩いの場所としての利用はあるものの、アクセス

の悪さや史跡公園として整備が完了していない現状から来訪者が少な

いという現状がある。

第 40 図　解説用リーフ
レット　

項　目 内　容

動画
（デジタルコンテンツ）

現地にて配信している動画は、動画配信サイトでも同一のものを配信して
おり、誰でも閲覧することができる。実際に現地に赴くことが困難な場合に
おいても、河内寺廃寺跡を知っていただくことができるよう情報発信を行っ
ている（動画配信サイトにおける「全体解説編」の閲覧回数は2779回。令
和３年３月時点）。

平成29年7月の史跡公園のオープンに合わせて作成した。ガイダンス施
設等の屋内型施設がなく、チラシ等を設置できる場所がないため、東大阪
市役所及び文化財施設等に設置している。講演会や各種イベントの実施
にあたって配布し、また市民の方等から要望があった際にも配布すること
で情報発信を行っている。

解説用リーフレット

第 13 表　制作したコンテンツ一覧　
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（３）今後の展望

　早急に第二期整備への取り組みを進め、史跡公園としての全体整備をめざす。史跡公園として整備

を進めるにあたっては、遺跡を良好に保存するとともに、その歴史的価値を広く伝えることができる

ように努める。

　河内寺廃寺跡が所在する本市東部地域周辺には、東大阪市立郷土博物館や東大阪市立埋蔵文化財セ

ンター(発掘ふれあい館)などの本市の文化財施設や河内一之宮である枚岡神社をはじめとした寺社、

さらに暗峠越奈良街道や東高野街道といった古くからの歴史遺産、生駒山散策のための登山道といっ

た豊富な資源がある。今後、専門家や大学、市民の方々との協働を検討するとともに、史跡めぐりや

ハイキング、体験学習の場として、学校教育や社会教育、観光等との連携に取り組むことで、貴重な

文化財の活用をめざす。

　また、以下の項目につき重点的に取り組んでいく。

　　①	維持管理を徹底し、利用者にとってより快適な環境を提供する

　　　　　草刈りなどの維持管理については、実施手法の検討を行いながら継続的に実施するととも

　　　　に、利用者と遺跡の安全・安心を確保するために防犯カメラの増設などを含めた対策を進め

　　　　る。

　　②	多くの来訪者が訪れるような取り組みを進める

　　　　　周辺の資源やＤＭＯなどの関係機関との連携を進め、来訪者増加をめざす。

　　③	史跡公園へのアクセス向上をめざす

　　　　　史跡公園として、情報発信をめざしウェブサイトを作成するほか、本市の文化財施策の課

　　　　題でもある文化財施設の案内板などの整備との連動を進めるなど、史跡公園へのアクセス向

　　　　上策を検討する。
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日時 行事 実施場所 内容 主催 参加人数

平成28年 平成27年度歴史講演会
3月13日 「河内寺廃寺跡の調査成果」

平成28年 文化財資料展示会

9月8~15日 「甦る古代寺院　河内寺廃寺跡」

平成29年 オープニングセレモニー

7月1日 「河内寺廃寺跡史跡公園一般公開に

伴う現地見学会」

平成30年
3月18日

平成30年 平成30年度歴史講演会
10月7日 「河内寺廃寺の瓦と造営氏族」

平成30年 ＶＲ体験イベント 文化財課

10月12.13日 「河内寺廃寺跡が近大アクトに蘇る！」

平成30年 体感まち博

10月27.28日 「先端技術が結集！甦る古代寺院」

平成30年
11月4日

平成31年 平成29年度歴史講演会
2月17日 「遺跡の見える化への挑戦」

令和元年 第1回考古学・文化財のためのデータサ
イエンスサロン

5月25日 「埋蔵文化財・史跡整備における３Ｄの
公開と活用について」

令和元年 ICOM京都大会 文化財課

9月1~5日 「VR博物館」

令和元年 令和元年度歴史講演会

12月15日 「東大阪市の古代寺院」

東大阪市役
所

平成29年度に実施した発掘調査の
成果報告を行うと共に、河内寺廃
寺跡について情報発信を行った。

※随時公開していたものや、イベントの性格上参加人数が把握できないものがある。

86人

441人

―

―

―

63人

―

―

79人

90人

―

埋蔵文化財
センター

平成27年度に実施した発掘調査の
成果報告を行うと共に、河内寺廃
寺跡について情報発信を行った。

文化財課

文化財課

東大阪市役所にて展示会を行うこ
とで、広く河内寺廃寺跡を知ってい
ただく機会を設け、情報発信を行っ
た。

文化財課

「歴史とアートの体験イベント at 河内寺
廃寺跡史跡公園」

埋蔵文化財

センター

学生の方々の学びを生かした地域
交流・活性化を目的としたイベント
を企画していただいた。こうしたイベ
ントを誘致し、史跡公園の活用をは
かるとともに、賑わいを創出した。

近畿大学

文芸学部

史跡公園 オープンを記念し、河内寺廃寺跡
を広く知っていただく機会とするとと
もに、関心を持っていただくよう出
土遺物の展示や解説・案内を行っ
た。

文化財課

埋蔵文化財
センター

近年の研究動向や発掘調査成果
報告等を行うと共に、河内寺廃寺
跡について情報発信を行った。

文化財課

近畿大学ア
カデミックシ
アター

ＶＲを用いて、近畿大学構内に河
内寺廃寺跡を復元した。ＶＲを体験
していただき、楽しみながら河内寺
廃寺跡を知っていただく機会を設
けた。

埋蔵文化財

センター

文化財課

―

「河内寺廃寺跡発掘調査報告会 ＆ 史
跡公園・発掘現場ＶＲ（バーチャルリアリ
ティ）体験会」

埋蔵文化財

センター

発掘調査の成果報告等を行うと共
に、河内寺廃寺跡について情報発
信を行った。

文化財課

出展したコンテンツの一部に河内
寺廃寺跡VRを使用。国内外の文
化財・博物館関係者に、史跡・博物
館に関するVRコンテンツをアピー
ルした。

埋蔵文化財

センター

河内寺廃寺跡のＶＲ等を体感して
いただくことで、より楽しみながら河
内寺廃寺跡について知っていただ
く機会を設けた。

文化財課

国立京都国
際会館

ＴＫＰ神田ビ
ジネスセン
ター

考古形態
測定学研
究会

河内寺廃寺跡の史跡整備に伴って
行った三次元計測成果の活用事例
を通じて、史跡の情報発信を行っ
た。

埋蔵文化財

センター

遺跡の可視化の事例として、河内
寺廃寺跡の建物復元を紹介するこ
とで情報発信を行った。

第 14 表　実施イベントの代表例　
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澤

暗峠越奈良街道

第 41 図　河内寺廃寺跡へのアクセスと周辺の施設及び文化財

近鉄奈良線

瓢箪山駅

枚岡駅

近鉄奈良線
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